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電子入札システムの操作手順について

～２．STSインストール編～
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※本作業は、「１．クライアント証明書インポート編」を行ってから、実施してください。
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<初回のみ> ダウンロード用サイト（ＳＴＳ）利用のための事前インストール

※ダウンロード用サイト（STS）は、指名された業者が仕様書をダウンロードできる機能です。
STSを使用するためには、ツールのインストールが必要です。
STSのインストール手順、及び動作確認用の仕様書がダウンロードする手順の確認方法を記載します。

このSTSのインストール作業は、パソコンにログインしているユーザは管理者権限で行ってください。

なお、STSをインストールする際には、パソコンの再起動が必要になりますので、
必要なファイル等は必ず保存し、パソコンの再起動を行ってもいい状況にしてから、本作業を行ってください。

※インストールでは最大３台までです。
※STSのインストールは初回のみ必要な作業です。
インストール済の方は、このページ以降の操作は不要です。（すでにインストールしているSTSを利用ください）



※下記画面は、電子入札システムにログインした後の画面です。
（改めてログインから行う場合は、「電子入札システムの操作手順について～工事案件編～」または「電子入札システムの
操作手順について～委託案件編～」の４ページ以降の「２．電子入札システムを使うための事前準備」「３．電子入札システムへ
のログイン（クライアント証明書によるアクセス）」を参照ください）

（１）画面左上の「STSのインストーラはこちら」をクリックします。
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<初回のみ>１．ダウンロード用サイト（ＳＴＳ）のインストール



（２）画面下部に、「STSインストーラ.zip」が表示されますので、
自分のパソコンにダウンロード（保存）します。

※ブラウザによっては、ダウンロードしたクライアント証明書は、
画面上部に表示される場合もあります。
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※通常は、ダウンロードフォルダに保存されています。

（３）ダウンロードした「STSインストーラ.zip」をダブルクリックします。
「このフォルダに解凍」を選択し、zipファイルを解凍します。

※お使いのパソコンによっては、「すべて展開」
の場合もあります。

（４）解凍（展開）すると、以下の２ファイルが出てきます。
SETUP0[e-isv.to-kousya.or.jp,JKK-F-COMMON-NM,STS$0,L4SX$0].exe
JKK東京電子入札システム業者操作手順書(STSインストール).ppt ＜本手順書＞

※必ず、解凍（展開）してから次ページ以降の手順を行ってください。（zipのままで行わないでください。）
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（５）ツール（インストーラ）をダブルクリックします。

（６）左記画面が表示された場合は「はい」をクリックしてください。
（表示されない場合もあります）

（７）以下のSETUP画面が表示されます。

以下が表示されていることを確認してください。
ダウンロードサーバ ： e-isv.to-kousya.or.jp
ネットワーク名 ： JKK-F-COMMON-NM

「ユーザ名」「パスワード」は、電子入札システムで使用している
「ログインID」「パスワード」を入力してください。

［OK］ボタンをクリックします。

（しばらく待ちます。）
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（８）左記画面が表示されます。
「ユーザ名」に、

業者コード＋自分の会社名 が表示されていることを確認します。

「上記に同意します。」をクリックします。
［OK］ボタンをクリックします。
（しばらく待ちます。）
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（９）インストールが開始されますので、しばらく待ちます。
（インストール中は、左記のような画面が表示されます。）

（１０）インストールが完了すると、左記のダイアログが表示されます。

※OKボタンをクリックすると、
パソコンの再起動が必要になりますので、必要なファイル等は
必ず保存してから、［OK］ボタンをクリックしてください。
［OK］ボタンをクリックしてください。

（１１）パソコンの再起動後、
デスクトップに左記のSTSアイコンが表示されたら、
インストールは完了です。
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※以降は、STSからテストファイル（動作確認用ファイル）を取得する手順（設計図書等のファイルをダウンロードする手順）を
記載します。

（１）STSにログインするために、
デスクトップにある［STS］アイコンを右クリックします。

（２）「STSサーバへログオン（ｘｘｘｘｘｘ）」を選択します。
※ｘｘｘｘｘｘｘには、業者コード＋会社名が表示されます。

（３）パスワードを入力してください。
※パスワードは電子入札システムと同じです。
※初回は、「パスワード」「（確認）」の入力欄がありますので、
パスワードを２回入力してください。

※２回目以降は、「パスワード」の１つの入力欄になります。
（「（確認）」はなくなります）

［OK］ボタンをクリックします。

（４）ログオンに成功すると、アイコンの色が黄緑に変わります。

２．ＳＴＳからテストファイルのダウンロード
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（５）黄緑色になったSTSをダブルクリックします。

（６）表示しているフォルダを開いていきます。最後にファイルが２つ入っています。
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（７）ファイル名を右クリックし、「ダウンロード」を選択します。

（８）自分のパソコンのダウンロード先を指定する画面が表示されます。
［参照］ボタンをクリックして、自分のパソコンのダウンロード先を指定してください。

（９）［OK］ボタンをクリックします。



12

（１０）指定した自分のパソコンのフォルダにファイルがダウンロードされます。

※表示されているファイルが複数ある場合は、全てダウンロードしてください。
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（１）STSのアイコンを右クリックし、表示されるメニューの「STSサーバからログオフ」をクリックすると、ログオフします。

（２）ログオフすると、アイコンの色が水色に変わります。

ここまで出来ましたら、初回設定時の動作確認は、完了です。

３．STSからログオフする
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ＳＴＳ

困った時は・・・
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【インストール時の失敗要因と対処内容】
利用者様の環境によって、対処方法が変わります。「原因」に対応する【対処】の対応をお願いいたします。

困った時は・・・（インストール時）

インストール画面の表示 エラー内容
要因① ウイルスソフト関
連

要因② Proxyサーバー環境 要因③ ファイアウォール

① サーバーに接続出
来ません

[原因]

ウィルスソフトがインス
トーラ
「Tcp2_setup0.exe」
のプロセスの通信を遮断
している。

[原因]

ISVのIPアドレスが制限され
ている。

[原因]

ISVのIPアドレスが制限され
ている。

【対処】
以下のフォルダを監視対
象から除外する設定を
行ってください。
・C:¥Tcp2_

【対処】
以下のアドレスを接続許可
（ホワイトリストに登録）にする。
・http://e-sts.to-kousya.or.jp

・http://e-isv.to-kousya.or.jp

【対処】
以下のアドレスを接続許可
（ホワイトリストに登録）にす
る。
・http://e-sts.to-kousya.or.jp

・http://e-isv.to-kousya.or.jp

② Proxy認証エラー － [原因]

Proxy認証が有効になってい
る。

－

－ 【対処】
インストール画面の左下の[プ
ロキシ設定]ボタンを押してプ
ロキシのID、パスワードを入
力する。

※以降の手順は、次ページ
「【別紙１．Proxy認証情報の
変更方法について】」を参照く
ださい。

－
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前ページで「Proxy認証情報の変更方法について」の対処が必要な場合、以下の対応をお願いいたします。

【別紙１．Proxy認証情報の変更方法について】
（パソコンの右下にある「＾」をクリックして表示する）タスクトレーの
右の（青い鍵のようなマーク）アイコンをクリックすると、
下記の画面が表示されます。

以下、①~⑦の手順を順番に操作してください。

①PROXY情報を選択（押下）する。

② 「最新に更新」ボタンを押下。
③一覧表示されたプロキシサーバー
の行を選択する。

④表示されているユーザー名が認証情報
と異なる場合は入力内容を修正する。

⑤パスワードを入力し直す。

⑥ 「更新」ボタンを押下。
更新が完了した画面が表示される。

※画面に表示されている情報は
サンプル例です。

⑦ 「OK」ボタンを押下。画面を閉じる。
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【インストール時の失敗要因と対処内容】
利用者様の環境によって、対処方法が変わります。「原因」に対応する【対処】の対応をお願いいたします。

インストール処理の実行中／
ユーザー情報のダウンロード

エラー内容 要因① ウイルスソフト関連
要因② Proxyサー
バー環境

要因③ ファイア
ウォール

③インジケーターが止まっ
たままで先に進まないま
たは、失敗する。

[原因]

ウィルスソフトがドライバ等の
インストール処理を抑制してし
まった。

－ －

【対処】
以下のフォルダを監視対象か
ら除外する設定を行う。
・C:¥Tcp2_

－ －



18

【インストール台数が超えた場合のメッセージ】

（１）STSのインストール時に
～の登録は許可されていません。

が表示された場合は、インストール台数を越えています。
このため、インストールを続けることはできません。

次ページ「STSのアンインストール手順」を行ってください。
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【STSのアンインストール手順】
※STSをアンインストールするには、パソコンの再起動が必要になりますので、
必要なファイル等は必ず保存し、パソコンの再起動を行ってもいい状況にしてから、本作業を行ってください。

（１）自分のパソコン右下に出ている「＾」のようなアイコンをクリックします。

（２）左記のような鍵のようなマークをクリックします。

（３）表示された画面の「モニタTOP」の以下の表示項目を
確認してください。
・ネットワーク名 ： JKK-F-COMMON-NM
・ユーザ名 ： ｘｘｘｘｘｘｘ
※「ユーザ名」はインストールしたユーザ名が表示。
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（４）「システム情報」の［削除］ボタンをクリックします。

（５）左記のダイアログが表示されます。
［はい］ボタンをクリックしてください。

（６）左記のダイアログが表示されます。
［OK］ボタンをクリックしてください。
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（７）左記のダイアログが表示されます。
「パスワード」は、電子入札システムで使用している
パスワードを入力してください。

※［OK］ボタンをクリックすると、
パソコンの再起動が必要になりますので、
必要なファイル等は必ず保存してから、
［OK］ボタンをクリックしてください。

［OK］ボタンをクリックしてください。

パソコンが再起動されます。

（８）パソコンの再起動後、
自分のパソコン右下の「＾」のようなアイコンをクリックします。

（アンインストール前に表示されていた）鍵のようなマークがなくなっていれば、
アンインストール完了です。
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【電子入札システムのパスワードを変更した場合（パスワードを失念し再発行した場合含む）】
・電子入札システムのパスワード変更（[パスワード変更]ボタンまたは[パスワードを忘れた方はこちら]リンクから変更）
を行った場合は、STSのパスワード設定も変更する必要があります。
別紙「JKK東京電子入札システム業者操作手順書(パスワード変更)」の
「その他 電子入札システムのパスワードを変更した場合」に載っている手順も行ってください。

困った時は・・・（利用時、その他）
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【「STSサービスを提供できない」メッセージが表示される場合】
STSシステムにログオンしようとした際に右のメッセージが表示された場合、お手数ですが次の対応を行ってください。

（パソコンの右下にある「＾」をクリックして表示する）タスクトレーの右の
（青い鍵のようなマーク）アイコンをクリックすると、以下の画面が表示されます。

以下、①～④の手順を順番に操作してください。

④ユーザー情報の更新処理が正常に
終了する事を確認して下さい。

①ユーザ情報を選択（押下）する。

② 「更新」ボタンを押下。

③ユーザ情報更新画面が表示される。
「OK」ボタンを押下。

※画面に表示されている
情報はサンプル例です。
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【STSにログインできない、右下のカギマークが赤色になっている場合】
・STSにログインできない
・（パソコン右下にある「＾」をクリックして表示する）タスクトレーの右の
鍵のようなマークのアイコンが赤い

上記のような場合、STS管理サーバーとの通信が
１５日間できていない可能性があります。

更新を行うために、以下、①～④の手順を順番に操作してください。

④ユーザー情報の更新処理が正常に
終了する事を確認して下さい。

①ユーザ情報を選択（押下）する。

② 「更新」ボタンを押下。

③ユーザ情報更新画面が表示される。
「OK」ボタンを押下。

※画面に表示されている
情報はサンプル例です。

（パソコンの右下にある「＾」をクリックして表示する）タスクトレーの右の
カギのようなマークが青いマークになることを確認してください。
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【「クライアントログ」の取得方法】
ログを取って送ってほしい旨の連絡があった場合、お手数ですが次の手順でログのファイルを取得し、メール等で送付ください。

（パソコンの右下にある「＾」をクリックして表示する）タスクトレーの
右の（青い鍵のようなマーク）アイコンをクリックすると、下記画面が表示されます。

表示された画面の「メンテナス情報」タブをクリックします。「収集」ボタンをクリックします。

ログを出力するフォルダを選択して、［保存］ボタンをクリックします。

※ログを収集している最中は、「しばらくお待ちください」メッセージ、
ログの収集が完了すると、「～収集しました」のメッセージが
表示されます。

指定したフォルダにログファイル（.DATファイル）が作成されます。
保存したファイルを管理者にメール等で送付ください。
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【STSアイコンを右クリックしてもログオンが表示されない場合】
STSシステムをインストールしたアカウントと、異なるアカウントでWindowsにログオンしている場合、STSアイコンを右クリックし
てもメニューにログオンが表示されませんので、お手数ですが次の設定を行ってください。

STSアイコンを右クリックして「プロパティ」をクリックします。

STS情報の設定が表示されるので、STSサーバ使用するSTSサーバにチェックを入れて、「OK」ボタンをクリックします。

STSアイコンを右クリックすると「STSサーバへログオン」が表示されるようになります。
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【システムのアップデートに関する通知があった場合】
システムのアップデートに関する通知があった場合、お手数ですが以下の操作にて、システムの更新を行ってください。

（パソコンの右下にある「＾」をクリックして表示する）タスクトレーの
右の（青い鍵のようなマーク）アイコンをクリックすると、
下記画面が表示されます。

「システム情報」タブをクリックします。
「システムの更新を行う」の「更新」ボタンをクリックします。

ダイアログが表示されるので、「OK」ボタンをクリックします。

システムの更新がある場合、アップデートが行われます。更新がなければ、「Tcp2システムは既に最新です。」と表示されます。
※アップデート完了後、コンピュータの再起動が必要になります。

更新オプションの「新しいシステムバージョンが準備されている場合通知する」にチェックを入れ、「確認間隔」を設定すると、更
新があった場合、タスクトレー上に通知されるようになります。
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STSは１者につきインストールできるパソコンは最大３台までとなるため、以下の場合はアンインストールの対処が
必要になります。

【STSをインストールしているパソコンを入れ替える場合】
STSをインストールしているパソコンを買い替え等で新しいパソコンに取り替えたい場合、古いパソコンからSTSを
アンインストールする必要があります。
（STSのアンインストールをしない場合、STSのインストールしている台数が減りません）

STSのアンインストール手順は、（前述）「STSのアンインストール手順」ページを参照ください。


